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ペデストリアンデッキ修繕計画



-1-

（１）長寿命化修繕計画の背景と目的 

１）背景 

市は、令和4年3月に「志木駅東口ペデストリアンデッキ（以下、ペデストリアンデッキ）の修繕計画を策定し、

本施設の効率的な維持管理を図ってきました。現在は志木市のまちづくり方針（第二次志木市将来ビジョン）

及び「志木市公共施設等マネジメント戦略」に基づき、中心市街地の賑わい創出と安全・安心な歩行者空間

の確保を目指した改修工事の設計を進めています。本改定は、将来のアセットマネジメント方針を実装するた

めに行うものです。 

 

 

 

　　  

 

 

 

２）目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
施設名 路線名 所在地 建設年次 延長(m) 幅員(m)

 
志木駅東口ペデストリアン

デッキ
市道 1423 号線

志木市本町 5 丁目地

内
1999 年 283.4 3.8

○ 計画的かつ予防保全的な維持管理を実施することで、ペデストリアンデッキの安全性

を確保します。 

 

○ 点検性の向上、新技術・高耐久素材の導入、管理アセット削減により、将来必要とな

るコストの縮減及び維持管理負担の適正化を図ります。
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（２）維持管理の実施状況 

平成 22 年度からの維持管理の実施状況は以下の通りです。 

 

 点検事例

 

 デッキ下面の点検（夜間） デッキ上面の点検（昼間）

 補修事例

 

 伸縮装置の取替え

 

 タイルの打替え

 

 化粧パネルの漏水対策
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（３）ペデストリアンデッキの現状 

定期点検の結果、主に以下の損傷が確認されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急性のある損傷は見られないものの、鋼部材の腐食が広範囲に見られることから「予防保全段階」に区分

されるⅡ判定と診断いたしました。また、補修した箇所以外の化粧パネルから新たに漏水が確認されました。 

 

 

 

 

 

 

鋼部材の腐食

化粧パネルの漏水

判 定 区
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（４）老朽化対策における基本方針 

効率的で適切な維持管理のため、ペデストリアンデッキ管理のマネジメントサイクル(PDCA サイクル)によって

継続的に事業を進めていきます。 

 

ペデストリアンデッキのマネジメントサイクルの流れ 

 

 

 

 

志木市の実状を考慮して、維持管理の内容別に下記の 2 つの管理シナリオを設定しました。 

 

 

損傷の進行が軽微な段階で対応することで、ペデストリアンデッキの安全性を確保し、将来必要となるコストを

縮減できる　予防保全型の管理を基本とします。 

 

 

 

 管理シナリオ 維持管理内容

 
予防保全型 ペデストリアンデッキの長寿命化を目的としたＬＣＣが縮減できる維持管理シナリオ

 
事後保全型 損傷が顕在化してから補修を実施する維持管理シナリオ
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（５）新技術等の活用方針 

ドローン等のロボットや人工知能（AI）による点検支援技術の活用および修繕における新材料や新工法の活用

に向け、道路メンテナンスに関する新技術や技術開発の動向を把握し、点検作業の効率化や修繕コストの縮

減を目指して活用を検討します。具体的には、床版更新の際に軽量化を図ったアルミ製部材に更新することで

メンテナンス性が向上し、長期的にコスト縮減を図ります。 

 

図　新技術活用による LCC 縮減効果 

 

（６）集約・撤去方針 

本ペデストリアンデッキは志木市が管理する唯一の横断歩道橋であり、利用者も多いため集約・撤去はなじま

ないことから、維持・修繕により長寿命化を図るものとします。ただし、将来の利用状況等の変化に応じて継続的

に検討を行います。なお、将来の市財政負担及び現地点検労力を削減するため、施設単位ではなく部材や工

種を対象とした集約・撤去については以下のとおり目標を設定します。 

 

・視認性向上を図った部材への更新による点検作業の省力化：地上目視点検化率 100% 

・照明設備の集約化：LED 化率 100% 

・管理対象施設（部材）の削減： 1 基 

 

（７）今後の取り組み 

①　PDCA サイクルを導入し、継続的にペデストリアンデッキ長寿命化対策を実施することで、効率的かつ合理

的な維持管理の実現を目指します。 

②　５年毎に定期点検を実施し、ペデストリアンデッキの損傷状況を把握します。 

③　今後5年間で計画序盤に化粧パネルを取り外し、主要部材の塗り替え塗装を行い、再度パネルを設置する

計画とします。 
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表　計画期間における修繕計画年次表 

 

 

（８）計画策定担当部署 

志木市　都市整備部　道路課　 

〒353-8501　埼玉県志木市中宗岡 1 丁目 1 番 1 号 

ＴＥＬ：048-473-1111（代表） 

2030年

概算事業費合計　約29億円
4.7億円 7.5億円 4.7億円 6.2億円 5.9億円

2031年
(令和13年)

283.40市道1423号線
志木駅東口
ペデストリアンデッキ

大屋根設
置、通路部
拡幅

化粧パネル
の撤去

塗装塗り替
えⅡ2025年

排水管の取
り替え

化粧パネル
設置

次回
点検
年次

施設名 路線名
延長
(m)

最新
点検
年次

健全性

工事および調査・計画の時期

2027年
(令和9年)

2028年
(令和10年)

2029年
(令和11年)

2030年
(令和12年)


